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福島原発事故での号機毎の放出放射能量



早川由紀夫・
放射能汚染
ルートの地図



東北大学病院のモニタリングポストのデータ







文部科学省・航空機モニタリングの結果 平成23年7月22日・
追加資料 別紙４ 福島県を含む汚染地図



文部科学省・航空機モニタリングの結果 平成23年7月22日・追加
資料 別紙1 宮城県の汚染地図



事故から約68か月後
の空間線量



東北教区放射能問題支援対策室いずみ

事務局長 服部賢治

2019年5月18日（土）



検査の目的

• 結節やのう胞の有無とその大きさを調べる。

• その他の所見、甲状腺の大きさを調べる。
（例えば、肥大の場合などは甲状腺機能の異常が疑われる。）

→精密検査が必要な方がいるかどうかを

ピックアップする一次的な検査。

（＝スクリーニング検査と呼ばれる。）



検査方法と協力医師

検査にご協力いただいている医師・医療機関

・寺澤 政彦 先生（てらさわ小児科・仙台市）

・溝口 由美子 先生

（光ヶ丘スペルマン病院小児科・仙台市）

・今川 篤子 先生

（東京勤労者医療会あびこ診療所所長・千葉県）

・宮城県民主医療機関連合会

以下は、過去にご協力いただいた先生（肩書は当時）

・西尾 正道 先生

（国立病院機構北海道がんセンター名誉院長）

・藤田 操 先生（医療法人誠励会ひらた中央病院）

・大塚 純一 先生

（医療法人おおつか小児科アレルギー科クリニック院長）



いずみの甲状腺検査の特徴

• 子ども（震災当時18才以下）を優先して検査。

（希望者には誰でも検査機会を提供）

• 検査は無料。

• 県内各地で巡回検査を行っている。

• 検査や説明は医師が行う。

• 検査結果がすぐにわかる。

• 判定基準は「福島判定」に準じる。

• 不安緩和のためカウンセラーを配置。

• 必要な場合は精密検査を案内。

いずみの甲状腺検査について



甲状腺の超音波画像
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①横断面の画像例 ②縦断面の画像例



結節とは

画像例②悪性が疑われる結節性病変

出典：甲状腺超音波診断ガイド
ブック改訂第3版より

画像例①乳頭がん

・「結節」（しこり）とは甲状腺の一部にできる

充実性（肉の塊のような中身が詰まったもの）

のかたまりです。（水分ではなく、のう胞とは

性質が異なります。）

・ 「良性」のものと「悪性」のもの（＝がん）があります。

この検査では確定的な診断ができるものでなく、

あくまでも精密検査が必要かどうかを確認する

ためのものです。

・結節（しこり）はエコー画像では白っぽく見えます。



のう胞とは

画像例① コロイドのう胞

・「のう胞」とは甲状腺内に液体成分が
たまった袋状のものです。健康な方でも
みつかることが多いものです。

・「のう胞」は成長期に発生、増えたり、
大きくなり、大人になるにつれ、小さく
なったり、自然に消失する傾向があるよう
です。（なくならずに残る方もおられます。）

・通常、小さなのう胞は治療の必要はありま
せん。大きさが20.１㎜を超える場合など、
医療的な処置が必要なケースがあります。

画像例②

出典
画像例①：甲状腺超音波診断ガイドブック改訂第3版より
画像例②：西尾正道先生作成資料より



判定について

福島判定 内 容 解 説

Ａ1 結節やのう胞を認めないもの 全く問題ない甲状腺です。

Ａ2
5mm以下の結節（しこり）、
20mm以下ののう胞を認めたもの

小さなのう胞や結節（しこり）が見つか
りました。特に心配することはありま
せんが、経過を観察していきましょう。

Ｂ
5.1mm以上の結節（しこり）、
20.1mm以上ののう胞を認めたもの

二次（精密）検査をおすすめします。

Ｃ 直ちに二次検査を要する 専門医での診断が必要です。

BやCと判定された場合、「いずみ」は医療機関などでの精密検査をお勧めしています。
A１やA２判定の場合、定期的な検査をお勧めしています。



2018年度結果①検査者数

子ども（528人）

の平均年齢は
１０．５才。

検査時年齢（単位：人）

90

310

64
33 31 66

2018年度受診者年齢分布全594人（2018年4月～2019年3月）

～6才 7～12才 13～15才 16～18才 19～26才 大人（事故時19才以上）



検査者年次推移・②在住地域（2018）

2018年度受検者居住地域全５９４人

（2018年4月～2019年3月）

市町村

（検査時）

受検者数

（事故時19才以上＝大人含む）

柴田町 １０５人

仙台市 ７９人

石巻市 ６２人

白石市 ６０人

蔵王町 ５９人

その他
県内１８市町や岩手県

一関市から２２９人

596

710 702

532
594

検査者数の年次推移（単位：人）

2013～2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度



③検査実施地域・地域別検査者数



④2018年度判定結果

※原発事故当時18才以下の方を子どもとする。（事故後の出生者含む。）

19才以上の方を大人とする。



判定結果全3,134人

A1A2

B
1%

C
0%

のべ検査者数 3,134人（2013年12月～2019年3月）

1520人

30人

48.5% 50.5%

1584人



⑥判定結果（子どものみ）

A1, 266A2, 262

B, 0 C, 0

2018年度 事故時18才以下の子ども528人（単位：人）

４９．６％ ５０．４％



56%

44%

0%

0%

男の子（全236人）

A1 A2 B C

⑦男女別判定結果（全528人）

46%54%

0%

0%

女の子（全292人）

A1 A2 B C

A1 132人、A2 104人 A1 134人、A2 158人



⑧年齢階級別判定分布
（2018年度事故時18歳以下の子ども528人）

～6才 7～12才 13～15才 16～18才 19～26才

Ａ１ 62 139 29 17 19

Ａ2 28 171 35 16 12

Ｂ 0 0 0 0 0

Ｃ 0 0 0 0 0
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2016年実施検査 保護者アンケートから

希望と安心を分ちあうこと
（2016年度保護者アンケートから）


